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外国人県民と日本人県民の
支え合う関係づくり

（公財）兵庫県国際交流協会主催
令和８年度外国人県民への日本語学習支援者対象研修

第３回

８月25日(火)

コミュニケーションに

必要な文法って？
－にほんご これだけ！−

聖心女子大学

岩田　一成 氏

\ 日本語教室から目指す多文化共生 /

オンライン操作がご心配な方は、
HIA事務所の視聴会場をご利用くだ
さい！

10:00~12:30
オンライン開催

\ 全５回 /
第４回

９月１日(火)

兵庫の話を

聞いてみよう
－兵庫県内の活動事例−

新温泉町 にほんご広場ハピタン

猪名川町国際交流協会

兵庫県国際交流協会

第５回

９月８日(火)

いろいろな日本語、
いろいろな言語で生きる

わたしたち
ー明日からの活動を考えるー

帝京大学

有田　佳代子 氏

主催：公益財団法人 兵庫県国際交流協会（HIA）

第２回

８月18日(火)
学習者と

会話が広がる聴き方
ーアクティブ・リスニングの

コツを学ぼうー　

傾聴コーチング

吉田　有美  氏

HIAにも
視聴会場を設置します

第１回

８月４日(火)
移 民 時 代 の

日 本 語 教 育 の た め に
ー 多 文 化 社 会 の 多 様 性 を

再 考 す る ー 　

帝 京 大 学

有田　佳代子  氏

※視聴会場の利用は要申込、定員20名



有田 佳代子 氏 ／ 帝京大学日本語教育センター 教授

長く新潟県民でしたが、数年前に東京に戻り、要介護の母と同居しています。もろもろに振り回されつつ、
地域社会のために自分はなにができるのかなあとぼんやり考えるこの頃です。みんなが幸せになる地域づく
り街づくりのために、日本語教育はひとつの起点になるのではないでしょうか。近著に『歴史からひも解く
日本語教育』（共著・スリーAネットワーク）、『移民時代の日本語教育のために』（くろしお出版）、
『ことばと公共性』（共著・明石書店）、『複数の言語で生きて死ぬ』（共著・くろしお出版）などがあり
ます。

−  講師紹介 −−  講師紹介 −－  講師紹介 −

 【対象】
・兵庫県の外国人県民に対して日本語学習支援を行っている方
・兵庫県で活動中あるいは活動ができる方、または県内での活動に関心がある方

【申込方法】
・当協会HP、チラシのURL、二次元コードからお申し込みください
 　https://x.gd/GVJM7
・締切７月27日（月） / 定員60名程度
　※申込多数の場合、全日程参加できる方、兵庫県内の方を優先します

【お問合せ】
（公財）兵庫県国際交流協会 多文化共生課
　Tel  078-230-3261 / Mail  nihongoあっとnet.hyogo-ip.or.jp 
　                                                    ※「あっと」を「＠」に変えてください

令和８年度
兵庫県地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業

吉田 有美 氏 ／ 傾聴コーチング講師

日本語教師歴24年、国家資格キャリアコンサルタント。2002年より日本語学校、社会人向けの学校にて30カ国以
上の学習者への日本語レッスンを行う。それまでの経験から、学習者との関係性を築くこと、そのために話を聴
くことの大切さを実感し、日本語教育機関、日本語ボランティア研修にて講師を務める。主なテーマは「日本語
ボランティア向けアクティブ・リスニング（傾聴）講座」「学習者との会話が広がるコミュニケーション」。著
書「日本語教師のためのはじめてのコーチング」

締切 7/27
\ もうしこみ /

岩田 一成 氏 ／ 聖心女子大学 現代教養学部日本語日本文学科 教授

大学卒業後、日本語教師として青年海外協力隊に参加（中国内蒙古自治区派遣）。帰国後、大学院に入って学

び直しました(大阪大学言語文化研究科修了：言語文化博士）。専門分野は数量詞や指示詞など（談話レベルの

日本語文法）。大学院生のときから各地のボランティア日本語教室に通っています。関西人です。でっかい抽

象論よりも、細かくても具体的な話が好きです。共著『日本語これだけ！』、『にほんご宝箱 日本で生活する

外国人のためのいろんな書類の書き方』、『やさしい日本語ってなんだろう』（新書が出ました）

令和８年度
地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業

\ 開催概要 /

https://x.gd/GVJM7
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